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パ中心的な文明発展史観が維持されたことによって 「帝国主義的 「反キリスト教的」、 」
でないと見なされた植民地――とりわけ、アメリカ合州国をはじめとする移住植民地――
については、むしろ積極的に評価される続けることになった。






















のであった。1916 年 8 月、アメリカの友人ベルから送られてきた『サンデー・スクー
ル・タイムズ』もそうしたアメリカの空気を強く反映したものであり、内村の再臨思想に
決定的な影響を与えた。






内村は、1918 年 5 月に開催されたフィラデルフィア預言会議の報告書を読み 「大に益
13
、







より見て必要かくべからざるものである （ 井上伊之助『生蛮記』序 『内村鑑三全集』2」「 」、
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